
令和７年８月１０日（日）～１１日（月）間における
豪雨対応の振り返り（ＡＡＲ）

【 目 的 】

九州北部を襲った線状降水帯の発生に伴う豪雨への対応を振り返り、課題

を明らかにするとともに教訓を案出し、今後の対応及び地域防災計画（タイム

ライン等）の修正の資とする。

【 項 目 】

Ⅰ ８月１０日（日）１５時の気象情報

Ⅱ １０日（日）から１１日（月）間のクロノロジー及び課題
① １０日（日）１５時の状況判断、２２時以降の第一警戒体制の設置の適否
明るい内（１８時頃まで）の高齢者避難の発令すべきだったか？
⇒タイムライン（重視する気象情報）の検討

② １０日（日）２１時２９分、振興局長からの情報提供後の対応の適否
高齢者等避難発令まで約１時間半、もっと早く（１時間以内）発令出来なかったか？
⇒情報の収集・共有及び協議要領の検討
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Ⅰ ８月１０日（日）１５時の気象情報

１５時の段階では、福岡県北部で線状降水帯が発生
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線状降水帯発生予測情報
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Ⅱ １０日（日）から１１日（月）間の
クロノロジー及び課題
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月 日（曜） 時 間 対 応 内 容

８月１０日（日）

１６：００
１５時の気象台解説情報資料に基づき（１５：３４配信）２２時以降、第一次警戒配備（警戒準備）を設置する
とともに真夜中でも避難所が開設できる様に備える旨のメールを関係職員に配信

１９：３０ 防災監出勤

２０：００
防災監が気象台ホットライン（固定電話）で１５時以降の気象予報の見立てに変化がないことを確認

２１：００

２１：２９
振興局長が防災監へ（携帯電話）「芦北町付近まで雲域が南下する可能性がある。」旨の連絡受け。
防災監が振興局長へ「それは予報が修正されたのか？」と質問し「その通り。」との返答

２１：３０

防災監が気象台のホットライン（固定電話）に予報が修正された旨を確認するが、「予報官が現在取り込ん
でいるため返答できない」との返答

２１：３０以降、危機管理防災室の江口参事、平木主事、総務課長が逐次出勤
防災監⇒総務課長へ局長からの情報提供を報告し、現在気象台に問い合わせ中の旨を報告

２２：００

防災監から気象台のホットライン（携帯電話）で予報官から「芦北町まで現在の雲域が南下する可能性は、
五分五分」の旨を確認
⇒総務課長へ報告

第一次警戒配備（警戒準備）設置

～

防災監が総務課長に避難情報の発令及び避難所の開設について意見具申
①警報等（Ｌ３）の発表を待たず速やかに高齢者等避難を発令し、指定避難所５ヶ所を開設
②高齢者等避難を発令せず土砂警（Ｌ４）の発表を待って避難指示を発令し、指定避難所５ヶ所を開設
それぞれの利点・欠点を総務課長と協議
総務課長は①に賛同し、副町長及び町長へ電話連絡

２２：１２

防災監が球磨村防災管と気象情報の修正及び今後の対応に関する情報共有（携帯電話）
球磨村防災管から「高齢者等避難及び避難所開設を進めている。」との情報提供
⇒総務課長へ球磨村の状況を報告
※球磨村は２３時「高齢者等避難を発令」

２２：１３ 防災監が水俣市の危機管理監と気象情報の修正及び今後の対応に関する情報共有（携帯電話）

２２：１８ 防災監から振興局長へ「避難情報を発令し、指定避難所を開設する方向で検討中」の旨を伝達

２２：２５ 二次警戒体制配置要員（警戒本部）の非常呼集及び避難所開設要員に避難所の開設を指示

２２：５５ 高齢者等避難の発令・指定避難所５ヶ所の開設・第二次警戒体制（警戒本部）設置

１０日（日）～１１日（月）の間のクロノロジー及び対応の課題
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月 日（曜） 時 間 対 応 内 容

８月１０日（日）
２２：５６

防災監が振興局長へ「２２：５５高齢者等避難の発令・指定避難所５ヶ所の開設」を通報

高齢等避難発令後、副町長出勤

２３：３０ 気象台Ｗｅｂ会議常時開設開始

８月１１日（月）

０１：２８ 防災監が球磨村防災管と現在の相互の状況について情報共有

０１：５０ 防災監が陸上自衛隊西方特科連隊第１大隊へ芦北町の現在の状況を通報

０３：５３ 陸上自衛隊西方特科連隊第１大隊が防災監へ現在の芦北町の状況を確認

０８：２７
気象台が防災監へ「芦北町の今後の気象の悪化の可能性は低いが、田浦地区の一部（井牟田）の降水量
が大雨警報（土砂災害）発表の指数に達したので警報を発表する。」旨を連絡

０８：２９ 熊本地方気象台「大雨警報（土砂災害）」を発表

～
気象台ホームページ（キキクル）の気象情報から今後、芦北町における更なる天候の悪化及び土砂災害等
の発生の可能性が低いことを継続的に確認

１２：００ 警戒レベル３ 高齢者等避難を解除・第二次警戒配備（警戒本部）を閉所・指定避難所４ヶ所閉鎖

１２：３０ 避難所１ヶ所閉鎖

１４：２０ 大雨警報（土砂災害）解除

１０日（日）～１１日（月）の間のクロノロジー及び対応の課題

【 対応の課題 】
① １０日（日）１５時の状況判断、２２時以降の第一警戒体制の設置の適否

明るい内（１８時頃まで）の高齢者避難の発令すべきだったか？
⇒タイムライン（重視する気象情報）の検討

② １０日（日）２１時２９分、振興局長からの情報提供後の対応の適否
高齢者等避難発令まで約１時間半、もっと早く（１時間以内）発令出来なかったか？
⇒情報の収集・共有及び協議要領の検討

7 7



① １０日（日）１５時の状況判断、２２時以降の第一警戒体制の設置の適否
明るい内（１８時頃まで）の高齢者避難の発令すべきだったか？

⇒タイムライン（重視する気象情報）の検討

【 考察の前提：１５時の気象解説資料 】
〇 高齢者等避難発令に資する気象情報（大雨警報等（Ｌ３））

発表：無し
〇 明るい内の高齢者等避難発令に資する大雨警報等（Ｌ３）以外の気象情報
・ 警報（Ｌ３）発表の可能性【高】：無し
・ 予想降水量５０ｍｍ/ｈ・２００ｍｍ/２４ｈ：有
・ 線状降水帯発生予測情報：熊本県内に有（１０日の夜のはじめころ～１１日の朝）

【 結 論：情報の重視度（今後の町の対応（案）） 】

警報（Ｌ３）発表の可能性【高】＝予想降水量５０ｍｍ/ｈ・２００ｍｍ/２４ｈ+線状降水帯発
生予測情報（熊本県）とし、どちらかの情報が発表されたならば、明るい内に高齢者等避
難の発令を検討（※発表される時間帯、累積雨量、気象台のコメント等を勘案して）する。

【気象台ホットライン情報】
福岡県内に発生している前線の
影響による雲域が芦北町（県南）ま
で下がってくる可能性は低い。

【これまでの町の対応】
警報（Ｌ３）発表前でも明るい内に
高齢者避難を発令する最も重視し

ていた情報は、警報発令の可能性
【高】
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芦北町タイムライン（整備中）

タイムラインステージ ステージ１ ステージ２ ステージ３ ステージ４ ステージ５ ステージ６

警戒準備～災害対策本部
警戒準備～災害注意本部 災害対策本部

災害警戒本部

各防災関係機関との連携
ＬＯ（警察・消防・自衛隊）

派遣要請
対処部隊
派遣要請

・人命救助
・応急対策

避難情報の発令
予防的自主避難 避難指示（Ｌ４）

高齢者等避難（Ｌ３） 緊急安全確保（Ｌ５）

ス
テ
ー
ジ
移
行
基
準
（ト
リ
ガ
ー
）

気象情報

気象予警報 注意報級 警報【高】 警報級 危険警報級 特別警報級

線状降水帯 線状降水帯発生予測情報 線状降水帯発生情報

予想降水量 ５０ｍｍ／ｈ２００ｍｍ／２４ｈ

降水量 ５０ｍｍ／ｈ

台 風 暴風圏内ー２４ｈ～ー１２ｈ 暴風圏内－１２ｈ～ー６ｈ

津 波 注意報・警報・大津波警報

球磨川水位
大野観測所

消防団待機Ｌ１ 氾濫注意Ｌ２ 避難判断Ｌ３ 氾濫危険Ｌ４ 計画高水位Ｌ５

６．５０ｍ ８．００ｍ １０．９０ｍ １２．２０ｍ １４．８１ｍ

田浦川・小田浦川・佐敷川・湯浦川
キキクル洪水危険度分布

注 意
（黄）

警 戒
（赤）

危険
（紫）

災害切迫
（黒）

市房ダム 洪水警戒体制 洪水調整放流 貯水能力半分情報 緊急放流

土砂災害

キキクル土砂災害
危険度分布 注 意 警 戒 危 険 災害切迫

累加雨量 ２００ｍｍ 今後予想２００ｍｍ以上

各課の行動等
警戒体制の確立
〇総務課・建設課・健康福祉課
〇各関係機関との情報共有

災害対策本部の設置
〇全 課
〇各関係機関との対応

・人命救助
・応急対策

消 防 団 水防・広報巡回・避難行動支援 水防活動等、災害対応準備

自主防災組織 水防・避難行動支援 避難所開設・運営支援

土砂災害
発生

河
川
氾
濫

発
生
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② １０日（日）２１時２９分、振興局長からの情報提供後の対応の適否
高齢者等避難発令まで約１時間半、もっと早く（１時間以内）発令出来なかったか？
⇒情報の収集・共有及び協議要領の検討

高齢者等避難の発令まで約１時間半

【今回の情報の収集・共有要領】
〇 防災監督の携帯電話により収集
〇 防災監の口頭により共有

【今回の協議要領】
〇 防災監が小川係長と協議後、防災監が総務課長
と協議

【今後の情報の収集・共有要領（案）】
〇 情報収集：Ｗｅｂ会議開設前は、１対１の電話で情報を収集せずスピーカー・マイクが活用できる電話を活用して情報を収集

⇒情報収集の漏れ及び受けた情報の誤認識・不理解を防止
〇 情報共有：訓練と同じく、マイクとスピーカーで総務課執務室内の全員で情報を共有

⇒総務課執務室内の警戒配備職員全員で情報を共有

【今後の協議要領（案）】
〇 避難情報の発令に関しては、総務課長、防災監、危機管理防災室の要員と一同に会して協議する。
⇒意思の決定及び事後の職員への伝達（メール配信等）の迅速化

情報の変化に基づく、避難情報の発令は、１時間以内を追求10 10


